
 

 

 

大 源 太 キ ャ ニ オ ン 活 性 化 検 討 ワ ー キ ン グ  

設 置 趣 意 書 

 

新 潟 県 南 魚 沼 郡 湯 沢 町 土 樽 地 区 に は 、 大 源 太 キ ャ ニ オ ン と 呼 ば れ

る 景 勝 地 が あ る 。 名 称 の 由 来 は 明 確 で は な い が 、 急 峻 な 大 源 太 山 と

大 源 太 湖 を あ わ せ た 景 観 が 米 国 の グ ラ ン ド キ ャ ニ オ ン を 連 想 さ せ 、

付 近 一 帯 （ 四 十 八 滝 ～ 大 源 太 湖 ～ キ ャ ン プ 場 ） を 含 め て 、 大 源 太 キ

ャ ニ オ ン と 呼 ば れ る よ う に な っ た と も 言 わ れ て い る 。  

昭 和 ３ ０ 年 代 に 入 り 、 夏 の 湯 沢 の 観 光 地 整 備 が 望 ま れ る よ う に な

り 、 大 源 太 キ ャ ニ オ ン へ の 観 光 施 設 の 開 発 が 脚 光 を 浴 び る よ う に な

っ た 。  

昭 和 ４ ８ 年 に は 、 大 源 太 湖 上 流 端 付 近 の 河 岸 段 丘 に 青 少 年 旅 行 村

が 整 備 さ れ た 。 こ れ に よ り 、 夏 場 の キ ャ ン プ 場 と し て 多 く の 人 々 が

訪 れ る よ う に な っ た 。  

昭 和 ５ ２ 年 に は 、町 の 歩 道 整 備 の 一 環 と し て 希 望 大 橋 が 架 設 さ れ 、

大 源 太 湖 を 周 遊 す る 遊 歩 道 が 整 備 さ れ た 。 そ の 後 、 ゴ ル フ 場 や 陶 芸

工 房 等 が 順 次 開 設 さ れ て い る 。  

こ の 様 な 中 で 湯 沢 町 は 、 全 国 有 数 の 豪 雪 地 で あ る が 、 こ の 積 雪 を  

活 か し た ス キ ー と 温 泉 の リ ゾ ー ト 地 と し て 発 展 し 、 ピ ー ク 時 に は 年

間 約 1 , 0 0 0 万 人 の 観 光 客 が 訪 れ て い た が 、近 年 は 約 4 ３ 0 万 人 で 推 移

し て い る 。  

ま た 、 昭 和 6 0 年 代 か ら の リ ゾ ー ト ブ ー ム の 中 で 、 高 層 の リ ゾ ー ト

マ ン シ ョ ン が 多 数 建 設 さ れ た 。 こ れ ら は 、 地 域 に 多 大 な る 経 済 効 果

を 与 え る と と も に 、自 然 的 環 境 や 景 観 の 急 速 な 改 変 、地 価 の 高 騰 等 、

地 域 生 活 に 様 々 な 影 響 を も た ら し た 。  

一 方 で 湯 沢 町 は 、 南 北 に 縦 貫 す る 関 越 自 動 車 道 及 び 上 越 新 幹 線 に

よ り 、 長 岡 方 面 や 関 東 方 面 と の 広 域 的 な 結 び つ き が 強 い ほ か 、 国 道

1 7 号 、 Ｊ Ｒ 上 越 線 に よ り 南 魚 沼 市 や 群 馬 県 み な か み 町 方 面 な ど 、 隣

接 す る 都 市 間 を 結 ぶ ネ ッ ト ワ ー ク が 形 成 さ れ て い る 。  

近 年 、 地 域 活 性 化 の た め 、 恵 ま れ た 自 然 や 高 速 交 通 網 等 の 資 源 を

活 か し 、 年 間 を 通 し て 魅 力 あ る 観 光 地 を 目 指 す 取 り 組 み が 進 め ら れ

て い る 。  

以 上 の 様 な 状 況 の も と 、 湯 沢 町 の 観 光 拠 点 の 一 つ で あ る 大 源 太 キ

ャ ニ オ ン 及 び そ の 周 辺 に お い て 、 地 域 資 源 で あ る 豊 か な 自 然 環 境 を

活 か し た 観 光 施 設 等 （ 砂 防 施 設 を 含 む ） の 利 活 用 に つ い て 検 討 し 、

観 光 及 び 地 域 振 興 に 向 け た 活 性 化 策 を 取 り ま と め る こ と を 目 的 と し

て 、 ま ち づ く り に 関 す る 学 識 者 及 び 地 域 の 関 係 者 か ら な る 「 大 源 太

キ ャ ニ オ ン 活 性 化 検 討 ワ ー キ ン グ 」 を 組 織 す る も の で あ る 。  
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